
 

 

 

 

 

 

 

実施主体 地域包括支援学科 「相談援助演習Ⅰ」 

実施内容 街頭にて啓発活動 

➀事前に取り組んだ内容 
・長崎県福祉保健部こども政策局こども家庭課職員の方による講和（虐待の現状など） 

・里親の方の講話 

・オレンジリボンの作成 

 

②実施期間に取り組んだ具体的内容 
 

長崎県福祉保健部こども政策局こども家庭課と連携し、長崎市浜町アーケードにて、児

童虐待に関するパネルを掲示するとともに、手作りオレンジリボンや児童相談書全国共通

ダイヤル１８９が明記されたポケットティッシュやチラシを市民の皆様に配布し、普及啓

発活動に努めました。 

 

 

③オレンジリボン運動を終えて・・・  

 

参加した学生の感想 

 

・オレンジリボンについて自ら聞いてくれ

る街の人や、チラシを読んでくれる人がた

くさんいて嬉しかった。もっと児童虐待の

現状や防止の呼びかけを行っていきたい

と思った。自分たちにも社会のためにでき

ることがあるということが分かったので、

参加できてよかった。 

・私自身これまでこのような活動が行われ

ていることを知らなかったので、呼びかけ

たりポスターを掲示したり、街で活動する

ことで、少しでも多くの人に知ってもらう

ことは大切なことだと思った。チラシを受

け取ってくれるのは高齢者が多かったが、

若い人の方が今後関わりの深い問題だと

思うので、もっと若い人に関心をもっても

らうことが必要だと思った。 

・このような活動から、児童虐待の現状を

多くに人が知り、他人事としてではなく、

皆で児童虐待をなくしていけるようにし

ていけたらいいなと思った。 

平成 30年度 

学生によるオレンジリボン運動 

 長崎純心大学 実施報告書 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【オレンジリボン大学】 http://～～～.ac.jp 


